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皆様におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

日本生協連が 2013 年 9 月より全国に呼びかけました「被災地生協のボランティア活動支

援」募金は、お蔭様をもちまして、2014 年 3 月末で 3,875 万 3,860 円の募金額となり、指

定なしの募金を合わせ、4 月 10 日に要請どおりの金額を振り込んでいただきました。皆様

方のあたたかいご支援に心より感謝申し上げます。 

ご支援いただきました各生協に、被災地生協よりお礼を申し上げます。 

 

 

 

 

岩手県生協連より 

2014年１月 11日（土）～12日（日）に、岩

手県生協連と、岩手県ユニセフ協会の共催でお

こなった被災地支援企画「冬休み おもいっき

り遊ぼう in盛岡 」は、被災地の宮古や釜石、

山田町などから 28組 69人の親子を招待し開催

しました。ボランティア募金から 50 万円の支

援を頂戴できましたこと、本当にありがとうご

ざいます。 

被災地では、冬場は体を動かして遊ぶ場所も

少なく、今回の企画はバスで盛岡まで招待しました。体育館で手つなぎ鬼や、親子対決

のドッジボールなど、思いっきり体を動かして遊び、他にも盛りだくさんな企画で親子

に楽しんでもらいました。保護者からも、子どもの楽しそうな様子や笑顔に癒されたと

感想をいただきました。 

被災地では遊び場が不足している上に、仮設住宅に住む子どもたちはさらに窮屈な思

いをしています。岩手県生協連では、一日も早く、子どももその親も安心して暮してい

けるような地域にするため、支援活動の継続や生活再建のための制度拡充を求める運動

などに取り組んでいく予定です。今後とも全国の皆様のご協力をよろしくお願い申し上

げます。 



↑弘前のりんご狩り 

←心のケア講座 

支援者のための支援センターＴＯＭＯＮＹを作り、他団体の皆さんと一

緒に活動したり、みやぎ生協ボランティアセンターとして活動。2013 年

度 6 回開催、250 人の方々が参加しています。 

いわて生協より 

募金ありがとうございました。たくさんの募金に感謝！感謝！です。いわて生協の組

合員からの募金もがんばって集め、現在行っている支援活動を長く継続できるようにが

んばりたいと思います。 

岩手県は、四国 4県の広さのため、内陸のボランティアメンバーが往復 4～5時間（冬

場は 5～6 時間かかることも）かけて沿岸被災地に通い、支援活動を継続しています。

そのため、月 50 回以上行っているふれあいサロン、月 2 回のバスボランティアともバ

ス代だけで月 70万円以上かかります。 

みなさんからの募金は、こうしたバス代、またふれあいサロンの運営費のほか、被災

地からのリフレッシュツアー、食の支援として行っている昼食会、年 2回継続している

カードプレゼント（のべ 1 万人に）、被災地での自主的な集まりへの活動費支援、若い

お母さんたちや子どもたちの集まりなどに大切に活用させていただきます。                             

 

 

 

 

 

 

 

かわいいひなまつりカードありがとう！    みなさんの支援で楽しく集まっています！ 

 

 

 

みやぎ生協より 

震災から 3年が経過し、被災された方々の生活にも、自力再建できる人、災害公営住宅

に入居できる人など変化が出始めています。高齢や仕事を失った方々は次の生活が考えに

くいなど格差が生じていますが、仮設住宅等での生活を少しでも楽しんでもらうため、み

やぎ生協ではこれからもふれあい喫茶（サロン活動）やお祭りの支援を継続していきます。

また、その活動を支えるボランティア（サポーター）のみなさんが今後も安心して活動で

きるよう、お寄せいただいた募金を活用して学習や交流の機会などを作っていきます。本

当にありがとうございました。                        

仮設住宅でのふれあい喫茶で、お菓

子や小物づくり材料費代として使用          

震災からのべ 541 回開催、13571 人

参加 



 

 

コープふくしまより 

仮設住宅で避難生活を余儀なくされている方々に寄り添うサロン活動は、皆様方のあた

たかいご支援により、県内 10 箇所ほどで毎月定期的に開催しています。このサロン活動

は、仮設住宅に暮らす皆さんの交流の場として、また、地域とのコミュニケーションがと

れる場として、喜んでいただいています。皆様方のあたたかいご支援に心から感謝申し上

げます。 

原発事故から 3年が経過しましたが、放射線量の高さから未だに帰還の目処さえ立たな

い地域は多く、仮設住宅や借り上げ住宅での生活を強いられる人たちは多くの困難を抱え

ています。今後も全国の皆様からのボランティア募金を活用して、避難生活をしている皆

さんの心に向き合い寄り添うサロン活動を継続していきます。これからもどうぞ宜しくお

願い致します。 

 

 

 

 

 

 

      

              

         

 

 

敬具 

 

 

吊るし雛作り 声を出してみんなで歌いましょう みんなでじゃんけんポン 


